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(57)【要約】
【課題】色再現域が広く高精細であっても耐熱性に優れるカラーフィルタ、および当該カ
ラーフィルタを具備するカラー液晶表示装置を提供することにある。
【解決手段】透明基板上に少なくとも青色画素を含む複数の着色画素が形成され、その該
着色画素上に透明電極が形成されているカラーフィルタであって、該透明電極の形成時に
おける該青色画素の応力変化が１８～２３ＭＰａの範囲にあり、また該カラーフィルタを
備えることを特徴とするカラーフィタである。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基板上に少なくとも青色画素を含む複数の着色画素が形成され、さらに該着色画素
上に透明電極が形成されてなるカラーフィルタであって、該透明電極の形成時における該
青色画素の応力変化が１８～２３ＭＰａの範囲にあることを特徴とするカラーフィルタ。
【請求項２】
　請求項１に記載のカラーフィルタを備えることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、青色感光性樹脂組成物、液晶表示装置用のカラーフィルタに関するものであ
り、特に、高色度域、高コントラストを達成する青色感光性樹脂組成物、および当該青色
感光性樹脂組成物を用いた高精細な着色画素が形成されたカラーフィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラーフィルタはカラー液晶表示装置などで広く用いられており、一例としては、ブラ
ックマトリクスを設けた透明基板上に複数の色（通常、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の
３原色）からなる着色画素が配置され、その上に液晶表示装置の電極となる透明導電膜（
透明電極）を積層して提供される。カラーフィルタの製造方法については、形成される着
色画素の耐光性、耐熱性および耐溶剤性に優れていることから、感光性樹脂溶液中に顔料
を分散させたカラーレジストを用いたフォトリソグラフィによって画素を形成する顔料分
散法が主流となっている。
【０００３】
　近年、液晶表示装置に対する高精細化、高輝度化、および高色再現性の要求はますます
高まっており、カラーフィルタについても更なる高精細化、高明度化、高色純度化が望ま
れ、着色画素を形成するカラーレジストについては、カラーフィルタの色特性向上のため
に、組成物の高顔料濃度化や画素膜厚の厚膜化が必要となっている。また、高精細化の例
としては、情報端末やテレビ視聴端末として用途を広げつつあるモバイル機器に関して、
２．４インチ型の携帯電話で従来の解像度がＱＶＧＡ（３２０×２４０画素）であったも
のが、ＶＧＡ（６４０×４８０画素）のものが望まれるようになり、そのような場合、着
色画素の１画素の幅が約７５μｍから約２５μｍにまで狭くなることになる。
【０００４】
　従来のカラーフィルタにおいて、青色画素はその透過域が短波長側にあることに起因し
て、画素を形成する樹脂の加熱時の黄変により色特性が低下しやすく、配向膜の形成やそ
の他パネル化の製造過程などにおける耐熱性の担保については、透明電極の存在が不可欠
であったが、高精細化したカラーフィルタにおいては、透明電極の存在下にあっても色特
性の低下が顕著であり、耐熱性としては不十分であった。
【０００５】
　特許文献１には、耐熱性の十分でない有機のカラーフィルタ上へ、導電性や透明性なら
びに微細パターニング性が良好な透明電極を形成する方法が開示されている。ここでは、
スパッタリング工程における基板温度を１５０℃以下で、ターゲット基材として酸化錫を
６～９重量％含有するＩＴＯ基材を用い、透明電極を製膜後１６０～２５０℃の温度範囲
で熱処理する製造方法が示されている。
【０００６】
　また、特許文献２には、ＩＴＯ膜を４０～１２０℃の基板温度で、アルゴンなどの不活
性ガスと酸素の分圧を適当な値に制御してスパッタリングにより形成し、その後２２０～
３３０℃の温度範囲でアニール処理をする透明電極の形成方法が開示されている。これら
は共にカラーフィルタにおけるＩＴＯの公知となっている製膜方法のひとつであるが、こ
れら製法に寄らず、近年の高精細化したカラーフィルタ基板において、２００℃以上の熱
を加える配向膜の焼成時など、透明電極による青色画素の耐熱性の担保は不十分であった
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。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平０１－２５９３２０号公報
【特許文献２】特許第３９６５７１６号公報
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】A.Brenner and S.Senderoff:J.Res.Nat.Bur.Stand.42,105(1949)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、色再現域が広く高精細であ
っても耐熱性に優れるカラーフィルタ、および当該カラーフィルタを具備するカラー液晶
表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記の課題を解決するために検討した結果、高精細パターンを有するカ
ラーフィルタにおける耐熱性悪化が、着色画素と透明電極における膜の応力変化の違いに
より、ＩＴＯの被覆効果がなくなることに起因することを明らかにし、上記の被覆効果を
保持する条件を見出した。
【００１１】
　すなわち、請求項１に記載の発明は、透明基板上に少なくとも青色画素を含む複数の着
色画素が形成され、さらに該着色画素上に透明電極が形成されてなるカラーフィルタであ
って、該透明電極の形成時における該青色画素の応力変化が１８～２３ＭＰａの範囲にあ
ることを特徴とするカラーフィルタである。
【００１２】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のカラーフィルタを備えることを特徴
とする液晶表示装置である。
【発明の効果】
【００１３】
　以上の発明により、透明基板上に少なくとも青色画素を含む複数の着色画素が形成され
、さらに該着色画素上に透明電極が形成されてなるカラーフィルタにおいて、青色画素の
応力変化を制御することにより、下地樹脂と透明電極の熱膨張係数の違いに起因する応力
を緩和することができ、ＩＴＯによる被覆効果を保持が可能となり、後工程においての耐
熱性に優れる青色画素を有するカラーフィルタ、および当該カラーフィルタを具備するカ
ラー液晶表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、まず本発明を要約し、次いで材料面の詳細、カラーフィルタの製造方法について
詳述する。
【００１５】
　上述したように、透明基板上にブラックマトリクスおよび着色画素が形成され、さらに
その上に透明電極が形成されてなるカラーフィルタにおいて、青色画素における耐熱性の
低下は、高精細であるほど発生しやすく、このとき、青色画素の応力に注目すると、透明
電極形成時における応力変化（＝透明電極形成後の青色画素の応力―青色画素形成後の応
力）が大きいものほど、低下が容易に発生する傾向が認められる。
【００１６】
　この現象は、透明電極結晶化のための加熱工程後、室温まで冷やされたときの応力変動
において、透明電極に発生する引張り応力に対して、青色画素の応力が変化する場合、透
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明電極は着色画素に引きずられ熱収縮による寸法変動が面内で均一に収縮することができ
ず、画素の端部などで破綻しているために、透明電極による被覆効果が得られないためと
考えられる。
【００１７】
　本発明は、透明基板上にブラックマトリクス、着色画素が形成され、さらに該着色画素
上に透明電極が形成されてなるカラーフィルタにおいて、透明電極形成時の着色画素にお
ける膜応力の変化（＝透明電極形成後の青色画素の応力―青色画素形成後の応力）が１８
～２３ＭＰａである青色画素において、優れた耐熱性を示すことを見出した。変化量が２
３ＭＰａ以上では、透明電極の被覆が十分になされず、以降の熱履歴により耐熱性の低下
が確認されてしまう。応力変化は小さいほど耐熱性担保には有効ではあるが、変化量が小
さいものほど着色画素単体の応力自体も低くなり、着色画素の形成時において、画素形状
がカマボコ形状になりやすく、高精細パターンにおいて画素内の面内均一性が悪化してし
まう。
【００１８】
　本発明における膜応力は次のように測定することができる。樹脂成分から成る着色画素
については非晶質であることから、非特許文献１等で示された関係式を利用して、着色画
素、および透明電極の成膜前後のシリコン基板曲率半径の変化を測定することにより応力
を求める。
【００１９】
　詳細な手順は以下のとおりである。
【００２０】
　（１）薄膜ストレス測定装置ＦＬＸ２３２８（Ｔｅｎｃｏｒ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ
社製）にて、厚さ５２５μｍ、直径６インチのシリコン基板の曲率半径を測定する。
【００２１】
　（２）前記（１）のシリコン基板の片面に青色画素を形成する。
【００２２】
　（３）青色画素形成後のシリコン基板の曲率半径を測定する。
【００２３】
　（４）式１より青色画素の応力を算出する。
【００２４】
　　応力　＝　Ｅｈ２／［６（１－ν）Ｒｔ］　　　　　（式１）
ここで、　　Ｅ：シリコン基板のヤング率
　　　　　　ｈ：シリコン基板の厚さ
　　　　　　ν：シリコン基板のポアソン比
　　　　　　Ｒ：シリコン基板有効曲率半径［Ｒ＝Ｒ１×Ｒ２／（Ｒ１－Ｒ２）］
　　　　　　　　Ｒ１：青色画素成膜前のシリコン基板曲率半径
　　　　　　　　Ｒ２：青色画素成膜後のシリコン基板曲率半径
　　　　　　ｔ：青色画素の膜厚
である。
【００２５】
　（５）前記青色画素形成後のシリコン基板に透明電極を形成する。
【００２６】
　（６）式２より、透明電極を形成した青色画素の応力を算出する。
【００２７】
　　応力　＝　Ｅｈ２／［６（１－ν）Ｒ’ｔ’］　　　　　（式２）
ここで、
　　Ｒ’：シリコン基板有効曲率半径［Ｒ’＝Ｒ１×Ｒ２’／（Ｒ１－Ｒ２’）］
　　Ｒ２’：透明電極形成後の青色画素付きシリコン基板曲率半径
　　ｔ’：透明電極形成後の青色画素の膜厚
である。
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【００２８】
　また、本発明における青色画素は、（Ａ）着色剤、（Ｂ）バインダー樹脂、（Ｃ）光重
合性モノマー、（Ｄ）光重合開始剤を含有する青色感光性樹脂組成物を用いて形成される
。本発明に係る青色感光性樹脂組成物を構成する各成分について説明する。
【００２９】
　＜着色剤＞
　本発明の青色感光性樹脂組成物に用いられる着色剤としては、耐熱性や耐候性など、カ
ラーフィルタの要求特性を考慮すると有機顔料が好ましい。用いることのできる有機顔料
の具体例を、カラーインデックス番号で示す。青色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブ
ルー１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６０、６
４、８０等の青色顔料を用いることができ、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６が好適に
用いられる。また、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１９、２３、２７、２９、３０
、３２、３７、４０、４２、５０等の紫色顔料を併用することができ、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トバイオレット２３が好適に用いられる。
【００３０】
　着色剤として顔料を用いる場合には、適宜、樹脂型顔料分散剤、色素誘導体、界面活性
剤等の分散剤を用いることができる。分散剤の添加量は特に限定されるものではないが、
着色剤１００重量％に対して、好ましくは０．１～４０重量％、より好ましくは０．１～
３０重量％、さらに好ましくは１～１０重量％の量で用いることができる。
【００３１】
　＜バインダー樹脂＞
　本発明の青色感光性樹脂組成物に用いることのできるバインダー樹脂は、可視光領域の
４００～７００ｎｍの全波長領域において透過率が好ましくは８０％以上、より好ましく
は９５％以上の透明樹脂であり、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂などの非感光性樹脂、およ
び感光性樹脂が含まれる。さらには必要に応じて、その前駆体である、放射線照射により
硬化して透明樹脂を生成するモノマーもしくはオリゴマーを単独で、または２種以上混合
して用いることができる。
【００３２】
　前記非感光性樹脂は、エチレン性不飽和二重結合を有しない樹脂であり、熱可塑性樹脂
としては、例えば、ブチラール樹脂、スチレン－マレイン酸共重合体、塩素化ポリエチレ
ン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢
酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、アルキッド樹脂、
スチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セルロース類、ポリブタ
ジエン、ポリイミド樹脂等が挙げられる。また、熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキ
シ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マレイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、
フェノール樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂等が挙げられる。但し、これらの樹脂はアルカ
リ可溶性を示さない。
【００３３】
　現在、現像液としては、環境に対する影響の少ないアルカリ現像液が多く使用されてい
る。このため、樹脂バインダーとしてアルカリ可溶型の樹脂を使用することが望ましい。
アルカリ可溶型の非感光性透明樹脂とは、アルカリ水溶液に溶解する性質を持つ、エチレ
ン性不飽和二重結合を有しない透明樹脂であり、このようなアルカリ可溶型の非感光性樹
脂として具体的には、酸性官能基を有するアクリル樹脂、α－オレフィン－（無水）マレ
イン酸共重体、スチレン－（無水）マレイン酸共重合体、スチレン－スチレンスルホン酸
共重合体、エチレン－（メタ）アクリル酸共重合体、イソブチレン－（無水）マレイン酸
共重合体等が挙げられる。なかでも、酸性官能基を有するアクリル樹脂、α－オレフィン
－（無水）マレイン酸共重合体、スチレン－（無水）マレイン酸共重合体およびスチレン
－スチレンスルホン酸共重合体から選ばれる少なくとも１種の樹脂が好適に用いられる。
【００３４】
　また、前記感光性樹脂としては、反応性官能基を有する線状高分子に、この反応性官能
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基と反応可能な置換基を有する（メタ）アクリル化合物、ケイヒ酸等を反応させて、エチ
レン不飽和二重結合を該線状高分子に導入した樹脂が挙げられる。また、反応性官能基を
有する（メタ）アクリル化合物、ケイヒ酸等に、この反応性官能基と反応可能な置換基を
有する線状高分子を反応させて、エチレン不飽和二重結合を該線状高分子に導入した樹脂
が挙げられる。前記反応性官能基としては、水酸基、カルボキシル基、アミノ基等が例示
でき、この反応性官能基と反応可能な置換基としては、イソシアネート基、アルデヒド基
、エポキシ基等が例示できる。
【００３５】
　また、スチレン－無水マレイン酸共重合物やα－オレフィン－無水マレイン酸共重合物
等の酸無水物を含む線状高分子を、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート等の水酸基
を有する（メタ）アクリル化合物によりハーフエステル化したものも、感光性樹脂として
使用できる。
【００３６】
　＜光重合性モノマー＞
　本発明に係る光重合性モノマーとしては、水酸基を有する（メタ）アクリレートと多官
能イソシアネートを反応させて得られる多官能ウレタンアクリレートを用いることができ
る。
【００３７】
　前記水酸基を有する（メタ）アクリレートとしては、２－ヒドロキシエチル（メタ）ア
クリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパンジ（
メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリス
リトールトリ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレー
ト、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキ
サ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールエチレンオキサイド変性ペンタ（メタ
）アクリレート、ジペンタエリスリトールプロピレンオキサイド変性ペンタ（メタ）アク
リレート、ジペンタエリスリトールカプロカラクトン変性ペンタ（メタ）アクリレート、
グリセロールアクリレートメタクリレート、グリセロールジメタクリレート、２－ヒドロ
キシ－３－アクリロイルプロピルメタクリレート、エポキシ基含有化合物とカルボキシ（
メタ）アクリレートの反応物、水酸基含有ポリオールポリアクリレート等が挙げられる。
【００３８】
　また、多官能イソシアネートとしては、トリレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジ
イソシアネート、ジフェニルメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、
ポリイソシアネート等が挙げられる。
【００３９】
　なお、本発明に係る青色感光性樹脂組成物においては、組成物中の（Ａ）バインダー樹
脂に対する（Ｂ）光重合性モノマーとの質量比率（（Ｂ）の固形分質量／（Ａ）の固形分
質量）が０．４以上０．７以下であることが好ましい。当該質量比率が０．４より小さい
場合は、露光感度や現像性の低下が見られ、０．７より大きい場合は、バインダー樹脂に
対する架橋成分が増加することにより、着色画素の応力および透明電極形成時の着色画素
の応力変化量が上昇してしまうからである。
【００４０】
　＜光重合開始剤＞
　本発明に係る光重合開始剤としては、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ
－ブチル－ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソプロピ
ルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロ
ヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１[４－（メチルチオ）フェニル]－２－モルフォ
リノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノ
フェニル）－ブタン－１－オン等のアセトフェノン系光重合開始剤、ベンゾイン、ベンゾ
インメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベ
ンジルジメチルケタール等のベンゾイン系光重合開始剤、ベンゾフェノン、ベンゾイル安
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息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフ
ェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４'－メチルジフェニルサルファ
イド等のベンゾフェノン系光重合開始剤、チオキサントン、２－クロロチオキサントン、
２－メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオ
キサントン等のチオキサントン系光重合開始剤、２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジ
ン、２－フェニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メ
トキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－ト
リル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６
－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６
－スチリル－ｓ－トリアジン、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメ
チル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－
トリアジン、２，４－トリクロロメチル（４'－メトキシスチリル）－６－トリアジン等
のトリアジン系光重合開始剤、ボレート系光重合開始剤、カルバゾール系光重合開始剤、
イミダゾール系光重合開始剤等が用いられる。光重合開始剤の使用量は、光重合性モノマ
ーの５～５０質量％、より好ましくは１０～３０質量％とすることが望ましい。
【００４１】
　上記光重合開始剤は、単独あるいは２種以上混合して用いるが、増感剤として、α－ア
シロキシエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフェニルグリオキシレート、
ベンジル、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアンスラキノン
、４，４'－ジエチルイソフタロフェノン、３，３'，４，４'－テトラ（ｔ－ブチルパー
オキシカルボニル）ベンゾフェノン、４，４'－ジエチルアミノベンゾフェノン等の化合
物を併用することもできる。増感剤は、光重合開始剤１００重量部に対して、０．１～６
０重量部の量で含有させることができる。
【００４２】
　さらに、着色組成物には、連鎖移動剤としての働きをする多官能チオールを含有させる
ことができる。多官能チオールは、チオール基を２個以上有する化合物であればよく、例
えば、ヘキサンジチオール、デカンジチオール、１，４－ブタンジオールビスチオプロピ
オネート、１，４－ブタンジオールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオ
グリコレート、エチレングリコールビスチオプロピオネート、トリメチロールプロパント
リスチオグリコレート、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート、トリメチロ
ールプロパントリス（３－メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールテトラキスチ
オグリコレート、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、トリメルカプト
プロピオン酸トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、１，４－ジメチルメル
カプトベンゼン、２，４，６－トリメルカプト－ｓ－トリアジン等が挙げられる。
【００４３】
　また、本発明に係る青色感光性樹脂組成物には、必要に応じて有機溶剤を含有すること
ができる。有機溶剤としては、例えばシクロヘキサノン、エチルセロソルブアセテート、
ブチルセロソルブアセテート、１－メトキシ－２－プロピルアセテート、ジエチレングリ
コールジメチルエーテル、エチルベンゼン、エチレングリコールジエチルエーテル、キシ
レン、エチルセロソルブ、メチル－ｎアミルケトン、プロピレングリコールモノメチルエ
ーテルトルエン、メチルエチルケトン、酢酸エチル、メタノール、エタノール、イソプロ
ピルアルコール、ブタノール、イソブチルケトン、石油系溶剤等が挙げられ、これらを単
独でもしくは混合して用いる。
【００４４】
　以下に、本発明のカラーフィルタを得るための方法を記述する。本発明のカラーフィル
タは、透明基板上に青色画素以外に少なくとも複数の着色画素を備えており、当該複数の
着色画素はそれぞれの着色感光性樹脂組成物から構成されている。複数色には赤、緑、青
（加法混色型）の組み合わせやイエロー、マゼンダ、シアン（減法混色型）の組み合わせ
が挙げられるが、本発明のカラーフィルタは青色画素を有するカラーフィルタに対して特
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に好ましく適用できる。さらには、本発明のカラーフィルタは透明電極が画素電極として
カラーフィルタ層の上部に設けられている。
【００４５】
　本発明の方法に用いられる透明基板は可視光に対してある程度の透過率を有するものが
好ましく、より好ましくは８０％以上の透過率を有するものを用いることができる。一般
に液晶表示装置に用いられているものでよく、ＰＥＴなどのプラスチック基板やガラスが
挙げられるが、通常はガラス基板を用いるとよい。遮光パターンを用いる場合はあらかじ
め該透明基板上にクロム等の金属薄膜や遮光性樹脂によるパターンを公知の方法で付けた
ものを用いればよい。
【００４６】
　本発明における透明基板上への着色画素の形成は、フォトリソグラフィ法により下記の
方法で行う。すなわち、透明樹脂中に顔料を光開始剤、重合性モノマーと共に適当な溶剤
に分散させた着色感光性樹脂組成物を、透明基板上に、スプレーコートやスピンコート、
スリットコート、ロールコート等の塗布方法により、乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるよ
うに塗布する。必要により乾燥された膜には、この膜と接触あるいは非接触状態で設けら
れた所定のパターンマスクを介して、高圧水銀灯などを光源として紫外線露光を行う。そ
の後、溶剤またはアルカリ現像液に浸漬するか、もしくはスプレーなどにより現像液を噴
霧して未硬化部を除去し所望のパターンを形成したのち、着色レジスト材の重合を促進す
るため、必要に応じて加熱を施すこともできる。
【００４７】
　現像に際しては、アルカリ現像液として炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム等の水溶液
が使用され、ジメチルベンジルアミン、トリエタノールアミン等の有機アルカリを用いる
こともできる。また、現像液には、消泡剤や界面活性剤を添加することもできる。
【００４８】
　以上の一連の工程を、着色感光性樹脂組成物およびパターンを替え、必要な数だけ繰り
返すことで複数色の着色画素を備えるカラーフィルタを得ることができる。
【００４９】
　画素電極となる透明電極は、カラーフィルタ層の上部に設けられ、透明で導電性があり
薄膜状に形成できる物質が用いられ、通常ＩＴＯ（インジウムと錫の複合酸化物）膜が、
他にはＩＺＯ（インジウムと亜鉛の複合酸化物）やＳｎＯ２（二酸化錫）膜などが選択さ
れ、各々スパッタリング法、真空蒸着法などのＰＶＤ法、あるいはＣＶＤ法などの一般的
な成膜方法により形成することができる。
【実施例】
【００５０】
　以下に、実施例により具体的に説明するが、本発明の趣旨を逸脱しない範囲でこれに限
定されるものではない。なお、実施例に示される組成含有量は、全て質量比であり、部は
質量部である。
【００５１】
　＜透明樹脂の調整＞
　［アクリル樹脂溶液１］
　セパラブル４口フラスコに温度計、冷却管、窒素ガス導入管、撹拌装置を取り付けた反
応容器に、シクロヘキサノン３７０部を入れ、容器に窒素ガスを注入しながら８０℃に加
熱して、同温度でメタクリル酸（ＭＡＡ）２３部、２－ヒドロキシエチルメタクリレート
（ＨＥＭＡ）１７部、ｎ－ブチルメタクリレート（ＢＭＡ）２５部、ベンジルメタクリレ
ート（ＢｚＭＡ）２２部、パラクミルフェノールエチレンオキサイド変性アクリレート（
東亞合成社製「アロニックスＭ１１０」）１３部、および２，２'－アゾビスイソブチロ
ニトリル１２．０部の混合物を１時間かけて滴下し、重合反応を行った。滴下終了後、さ
らに８０℃で３時間反応させた後、アゾビスイソブチロニトリル３．０部をシクロヘキサ
ノン５０部に溶解させた溶液を加え、さらに８０℃で１時間反応を続けて、アクリル樹脂
溶液を得た。室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分
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加熱乾燥して不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０質量％になるよ
うにシクロヘキサノンを添加して、アクリル樹脂溶液１を調製した。
【００５２】
　［アクリル樹脂溶液２］
　アクリル樹脂溶液１の調整と同様に、反応容器にシクロヘキサノン３７０部を入れ、容
器に窒素ガスを注入しながら８０℃に加熱して、同温度でメタクリル酸（ＭＡＡ）２０．
９部、ベンジルメタクリレート（ＢｚＭＡ）２０．９部、グリコールメタクリレート（Ｇ
ＬＭ）３５．８部、パラクミルフェノールエチレンオキサイド変性（メタ）アクリレート
（Ｍ１１０：東亞合成社製　「アロニックスＭ１１０」）２２．４部および２，２'－ア
ゾビスイソブチロニトリル１２．０部の混合物を１時間かけて滴下し、重合反応を行った
。滴下終了後、さらに８０℃で３時間反応させた後、アゾビスイソブチロニトリル３．０
部をシクロヘキサノン５０部に溶解させた溶液を加え、さらに８０℃で１時間反応を続け
て、アクリル樹脂の溶液を得た。次に該アクリル樹脂溶液を４０℃に調整し、２－メタク
リロイルオキシエチルイソシアネート（昭和電工社製「カレンズＭＯＩ」３０部を２時間
かけて滴下して反応させた。滴下完了後、４０℃に保ったまま１時間攪拌してアクリル樹
脂溶液２を得た。
【００５３】
　［アクリル樹脂溶液３］
　アクリル樹脂溶液１の調整と同様に、反応容器にシクロヘキサノン３７０部を入れ、容
器に窒素ガスを注入しながら８０℃に加熱して、同温度でメタクリル酸（ＭＡＡ）３４部
、２－ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）１７部、メタクリル酸メチル（ＭＭ
Ａ）１５部、ベンジルメタクリレート（ＢｚＭＡ）２１部、パラクミルフェノールエチレ
ンオキサイド変性アクリレート（東亞合成社製「アロニックスＭ１１０」）１４部、およ
び２，２'－アゾビスイソブチロニトリル１２．０部の混合物を１時間かけて滴下し、重
合反応を行った。滴下終了後、さらに８０℃で３時間反応させた後、アゾビスイソブチロ
ニトリル３．０部をシクロヘキサノン５０部に溶解させた溶液を加え、さらに８０℃で１
時間反応を続けて、アクリル樹脂溶液を得た。室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサ
ンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥して不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液
に不揮発分が２０質量％になるようにシクロヘキサノンを添加して、アクリル樹脂溶液３
を調製した。
【００５４】
　［青色顔料分散体］
　下記組成の混合物を均一に攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのガラスビースを用いて、
サンドミルで５時間分散した後、５μｍのフィルタで濾過して青色顔料分散体を作製した
。
　青色顔料：リオノールブルーＥＳ（東洋インキ製造社製）　　　　　　　　１４．０部
　分散剤：ソルスバーズ２００００（日本ルーブリゾール社製）　　　　　　　２．０部
　アクリル樹脂溶液１（固形分２０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　　６４．０部
【００５５】
　［紫色顔料分散体］
　下記組成の混合物を均一に攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのガラスビースを用いて、
サンドミルで５時間分散した後、５μｍのフィルタで濾過して紫色顔料分散体を作製した
。
　紫色顔料：リオノゲンバイオレットＲ－６２００（東洋インキ製造社製）　１０．０部
　分散剤：ソルスバーズ２００００（日本ルーブリゾール社製）　　　　　　　１．２部
　アクリル樹脂溶液１（固形分２０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　４４．０部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　　４５．０部
【００５６】
　＜実施例１＞
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　下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで濾過して青
色感光性樹脂組成物１を得た。
　上記青色顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４．２部
　上記紫色顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．０部
　アクリル樹脂溶液１（固形分２０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０部
　光重合性モノマー（東亞合成社製　アロニックスＭ４０２）　　　　　　　　４．５部
　光開始剤（チバ・ジャパン社製　イルガキュア３７９）　　　　　　　　　　１．８部
　光増感剤（保土ヶ谷化学社製　ＥＡＢ－Ｆ）　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　　２７．５部
【００５７】
　＜実施例２＞
　下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで濾過して青
色感光性樹脂組成物２を得た。
　上記青色顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４．２部
　上記紫色顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．０部
　アクリル樹脂溶液１（固形分２０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．２部
　光重合性モノマー（東亞合成社製　アロニックスＭ４０２）　　　　　　　　４．９部
　光開始剤（チバ・ジャパン社製　イルガキュア３７９）　　　　　　　　　　１．８部
　光増感剤（保土ヶ谷化学社製　ＥＡＢ－Ｆ）　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　　２８．４部
【００５８】
　＜実施例３＞
　光重合性モノマーを、東亞合成社製：アロニックスＭ４５０に変更した以外は、実施例
１と同様にして青色感光性樹脂組成物３を得た。
【００５９】
　＜比較例１＞
　アクリル樹脂溶液１を、アクリル樹脂溶液２に変更した以外は、実施例１と同様にして
青色感光性樹脂組成物４を得た。
【００６０】
　＜比較例２＞
　アクリル樹脂溶液１を、アクリル樹脂溶液３に変更した以外は、実施例１と同様にして
青色感光性樹脂組成物５を得た。
【００６１】
　＜比較例３＞
　下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで濾過して青
色感光性樹脂組成物６を得た。
　上記青色顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４．２部
　上記紫色顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．０部
　アクリル樹脂溶液１（固形分２０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．２部
　光重合性モノマー（東亞合成社製　アロニックスＭ４０２）　　　　　　　　５．３部
　光開始剤（チバ・ジャパン社製　イルガキュア３７９）　　　　　　　　　　１．８部
　光増感剤（保土ヶ谷化学社製　ＥＡＢ－Ｆ）　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　　３０．０部
【００６２】
　＜比較例４＞
　下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで濾過して青
色感光性樹脂組成物７を得た。
　上記青色顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４．２部
　上記紫色顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．０部
　アクリル樹脂溶液１（固形分２０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　２８．０部
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　光重合性モノマー（東亞合成社製　アロニックスＭ４０２）　　　　　　　　２．９部
　光開始剤（チバ・ジャパン社製　イルガキュア３７９）　　　　　　　　　　１．８部
　光増感剤（保土ヶ谷化学社製　ＥＡＢ－Ｆ）　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　　　　　　２０．６部
【００６３】
　＜青色感光性樹脂組成物の評価＞
　実施例１～３及び比較例１～４で得られた青色感光性樹脂組成物１～７に対して、膜応
力、耐熱性および解像性の評価を行った。
【００６４】
　（応力評価）
　上記青色感光性樹脂組成物１～７を、スピンコーターにて厚さ５２５μｍ、直径６イン
チのシリコン基板に、乾燥膜厚が２．５μｍとなるように塗布し、減圧乾燥後、超高圧水
銀ランプを用いて積算光量２００ｍＪ、照度３０ｍＷで紫外線露光を行った。その後、ク
リーンオーブンにて２３０℃で２０分加熱焼成することで、それぞれの感光性樹脂組成物
の硬化塗膜を得た。この硬化塗膜上に、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）からなる透明電極
（膜厚１４００Å）をスパッタリング法により形成した。ＩＴＯは室温でスパッタリング
した後、クリーンオーブンにて２３０℃で１時間のアニーリングをした。
　応力の測定は前述の測定方法に基づき、青色画素の形成後および透明電極の形成後のそ
れぞれについて実施し、その変化量を算出した。
【００６５】
　（耐熱性評価）
　上記青色感光性樹脂組成物１～７を、スピンコーターにてガラス基板（１００ｍｍ×１
００ｍｍ、０．７ｍｍ厚）に、乾燥膜厚が２．５μｍとなるように塗布し、減圧乾燥後、
１００μｍのストライプパターンおよび２５μｍのストライプパターンのネガ像を有する
フォトマスクを介して超高圧水銀ランプを用いて、積算光量２００ｍＪ、照度３０ｍＷで
紫外線露光を行った。２５℃の０．２重量％の炭酸ナトリウム水溶液にて６０秒間スプレ
ー現像後、イオン交換水で洗浄し、風乾した。その後、クリーンオーブンにて２３０℃で
２０分加熱焼成することで、それぞれの感光性樹脂組成物の硬化塗膜を得た。この硬化塗
膜上に、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）からなる透明電極膜（膜厚１４００Å）をスパッ
タリング法により形成した。ＩＴＯは室温でスパッタリングした後、クリーンオーブンに
て２３０℃で１時間のアニーリングをした。
【００６６】
　上記のＩＴＯ付き基板に、追加で２３０℃３時間のベークを行った。この追加ベークの
前後において、顕微分光光度計ＯＳＰ－ＳＰ２００（オリンパス光学社製）にて、分光透
過率を測定し、Ｃ光源での色度（Ｙ，ｘ，ｙ）を用いて色差ΔＥ＊ａｂ（Ｃ）を計算した
。なお、測定の際にリファレンスはガラスを用いた。耐熱性評価の判定基準については、
○：ΔＥ＊ａｂ≦３、△：３＜ΔＥ＊ａｂ≦５、×：ΔＥ＊ａｂ＞５、とした。
【００６７】
　評価結果を表１に示す。
【００６８】
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【００６９】
　＜比較結果＞
　表１の結果から、以下のことが明らかである。すなわち、実施例１～３による本発明品
は、透明電極形成時における応力変化が小さく、ＩＴＯの被覆効果が十分であることから
、透明電極形成後の耐熱性が良好である結果を示した。
【００７０】
　これに対し、比較例１～３による比較品は規定した範囲よりも応力の変化量が大きく、
ＩＴＯの被覆効果が失われているために耐熱性が劣る結果を示した。また、比較例４にお
いては、応力の変化量は小さく、耐熱性は良好な結果を示しているが、その形状はテーパ
ーが非常に伸びたカマボコ形状となっており、高精細な画素形成には不適であった。
【００７１】
　以上のように、透明電極形成時の青色画素の応力変化を制御することにより、下地樹脂
と透明電極の熱膨張係数の違いに起因する応力を緩和することができ、ＩＴＯによる被覆
効果の保持が可能となり、後工程においての耐熱性に優れる青色画素を有するカラーフィ
ルタを得ることができた。
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